
1 

平成28年6月29日 

厚生労働省障害福祉課 

全国社会福祉協議会 

全国身体障害者施設協議会 

熊本県身体障害児者施設協議会 

熊本県障がい者支援課 

熊本市障害保健福祉課     御中           

熊本県身体障害児者施設協議会  

会長 三浦 貴子  

（愛隣館） 

熊本地震における支援等の状況報告について（２４号） 

６月２２日～６月２９日報告をします。 

支援協力者 

① くまむた荘←福岡県和光苑：上野さん・是石さん。月の輪苑：大坪さん。豊前アニマ

ノ：奥野さん。浩明寮：永延さん・荒巻さん・宮原さん、田島さん、仁田原さん。ち

づる園：久保さん。北九州あゆみの里：本田さん・岩本さん。ひびき荘：伊計さん・

中村さん。小倉南障害者地域活動センター：村上さん・岡村さん。慈久園：荒木さん。

カーサ陽だまりの里：江見さん、土谷さん。千歳療護園：菊池さん。 

② 愛隣館←福岡県慈久園：太田さん・堤さん・古賀さん・城戸さん。 

福岡県菊池園：酒井さん・有馬さん・倉掛さん。 

③ 被災地支援事業←山鹿市ボランティア連絡協議会：長瀬さん・田上さん・福本さん、

本田さん、古本さん、立山さん。ベトナム育英会：川崎さん。菊池園：有馬さん、倉

掛さん。慈久園：城戸さん。愛隣館スタッフ。 

 

物資等の受け渡し 

 ・愛隣館（ＪＡ鹿本様物資）→ ＪＤＦ（日本障害フォーラム）熊本支援グループ 

 

支援金 6月14日～6月28日 

【熊本県身体障害児者施設協議会】肥後銀行 水道町支店 普通預金 ２４８９８７３ 

 ・ちづる園様（福岡）、岩手県社会福祉協議会障がい者福祉協議会様、埼玉県身体障害者

施設協議会様、はくちょう園保護者会様（埼玉県）福）陵雲厚生会様（北海道）、聖マ

ッテヤ心豊苑様（三重県）、星の園様（鹿児島県） 

 

【（福）愛隣園 熊本地震被災者支援口座】鹿本農業協同組合 山鹿支所 普通預金 ０１３４９０７ 

 ・はくちょう園川田施設長様（埼玉県） 

 

 

ご支援・ご協力まことにありがとうございました。 
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【活動と現状について】 

（１）支援報告 

① くまむた荘への人的支援は、福岡県の各施設から5名派遣継続中です。6月末日より

熊本県が2名ずつ入る予定です。 

 

（２）会議・情報交換 

①6月22日午前、日本リハビリテーション工学協会の繁成剛会長（東洋大学教授）と岩

崎満男理事が来館されました。ダンボールでテーブル、イス、棚等を避難所の方々

とワークショップで設営し、好評の支援活動を伺いました。タイアップして活動を

続けていきたいとの話を頂きました。当日、あいにく本地が豪雨のため、避難勧告

が発令され、ご希望の案内もできず申し訳なく思います。 

 

②6月24日、厚労省第4回「相談支援の質の向上に向けた検討会」に出席、次回が取り

まとめの予定です。広義の相談支援がどう機能するかは、被災した地域で最も重要

なポイントと実感しています。 

 

③6月25日、熊本障害フォーラム（ＫＤＦ）とＪＤＦ等支援者、熊本県、熊本市との被

災に関する連絡と協議に関する会合に出席、仮設住宅のバリアフリー棟がスロープ

はあるものの室内に段差があり、トイレ、浴室が車イスでは入れない事態等の報告

と、被災自治体設置、仮設付設の「支えあいセンター」案の説明がありました。 

 

④6月28日、身障協 制度・予算対策委員会に出席、各ブロックで迅速な支援をリード

頂いた皆様にお礼を申し上げ、現状と震災関連要望書について報告しました。 

 

 

（３）地域支援報告 

①6月22日、当山鹿市を含み、県内被災地に豪雨による避難勧告指示が出されたため、 

 山鹿温泉リフレッシュ支援事業は中止となりました。 

 

②6月25日、山鹿温泉リフレッシュ支援事業 

 熊本市東部の皆さんは、馴染みのお顔の中に見慣れない顔が一人二人。言葉も違う

と思ったら愛知県と香港からのボランティア。避難所の方ともとても仲良しで和や

かな雰囲気の中、持参された盤で避難所代表と愛隣館代表との将棋大会が開催され

ました。 

 

益城町の皆さんは、午後から避難所に安倍首相の奥様がお見えになるが、山鹿の温泉

リフレッシュにも参加したいと、時間を早めての実施となりました。 

 

③6月29日、山鹿温泉リフレッシュ支援事業 

 豪雨の中、西原村避難所の皆さんをお出迎えしました。実施できるか不安でしたが、

想いに反し皆さんお元気で、到着するなり大浴場へ直行される男性のお姿も。すっ

かり慣れたご様子で、山鹿温泉とおいしいどんぶりご飯を満喫しておられました。 
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 到着直前の雷に迎えられた益城・木山女性グループの皆さんは、ボランティアの本

田さんの指導の下、簡単な気功を体験しリラックスされました。 

先日の豪雨で、一度植えた稲が水没してしまった方は、もう今年は植えるのをやめよ

うとご主人に話したところ、「こぎゃん時に植えんで、どがんするか。全国から応援

してもらっとるとに何も返せん。恩返しにうまか米ば作らなん」と言われ、流れ込ん

だ木やゴミ等を片付けて、今年２度目の田植えをするとおっしゃっていました。 

 

④6月29日、山鹿温泉リフレッシュ支援事業実行委員会は、山鹿市社会福祉協議会・山

鹿温泉観光協会、九州身体障害児者支援施設協議会、食堂飲食店組合の代表・担当

が集まり、６月度の事業報告と収支状況並びに７月の予定について話し合いを行い

ました。 

 

 

おわりに 

当地、8月16日の山鹿灯籠祭。昨秋から祭りの運営検討会議座長を仰せつかっていて、4

月14日、中間報告の取りまとめを会議メンバーと祝した直後に地震発生でした。それから、

1年くらい経った気もします。6月29日に無事最終報告を市長に答申し、傷ついた熊本へ祈

りを込めて千人灯籠踊りと上がり灯籠を奉納したい私たちの思いをお伝えしました。 

県内でいくつもの祭りが中止、縮小となりました。ひとつづつ取り戻していける日を願

うばかりです。 

 

 

 

（連絡先） 障害者支援施設愛隣館 

TEL：0968-43-2771 

FAX：0968-43-2793 


